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1. 背景・目的 

 かつて我が国は高度経済成長期を経験し，その恩恵

と引き換えに環境の急速な悪化をもたらし，全国の河

川において水質汚濁等により，豊かな生態系が失われ

た 1)．現在では水質善の取り組みが活発に行われてき

たこともあり，水質は回復傾向が顕著である 2)．また，

生物再生のための取り組みも行われており，例えば大

和川では恩地ら 3)によるアユの研究も行われているが，

多様な生物の棲む豊かな自然環境の再生にはいまだ至

っていない．豊かな自然環境の再生には生物面におけ

る評価が求められており，その点シジミは指標生物で

あるため，シジミの個体数増加は大和川の環境が良く

なったことの評価に繋がる．しかし，大和川における

シジミの知見が不足しているため，まずは知見を得る

必要がある． 

 そこで本研究では，都市河川大和川下流域を対象に，

まずはシジミの分布と消長を左右する環境因子につい

て現地調査などにより把握し，シジミ類の生息環境に

ついて考察した． 

2. 大和川におけるシジミ類の分布と生息環境 

2.1 調査方法 

 大和川下流域において図-1に示すように計 7の調査

地点( Sts.1-7 )を設け，2013年 5月 17日，7月 9日，9

月 20日，11月 18日，に現地調査を行った．測定項目

には，シジミの分布状況・サイズ・重量および水温・

水深・流速・SS・POC・粒度組成等を選定した．シジ

ミ類個体数はコドラートを用いて採取面積を 1m
2とし

た．サンプリングしたシジミは持ち帰った後，殻長・

殻高・殻幅および各湿重量を測定することで健康度の

指標である肥満度を算出した (式-1) ．  

C.I= G / ( a × b × c ) × 100    (式-1) 

ここで，C.I : 肥満度，G : 肉質湿重量，a : 殻長，b : 殻

高，c : 殻幅である．現地の環境因子の中でも，水温・

水深・流速はそれぞれ測定器を用いて測定した．SSは

浮遊物質，POCは懸濁態有機炭素を示し，それぞれ現

地で採水した試料を持ち帰り，分析した．底質粒度は

現地で採泥した試料を持ち帰り，粒度組成を行った． 

2.2 結果と考察 

1)分布状況 

 月別・地点別のシジミ類の採捕数を表-1に示す．5

月から 11月にかけて季節による寒暖の差等があって

も，生存が確認できた．また，調査時にシジミを発見

できなかった地点(ND)において，月別に全てNDとな

ることはなく，別の調査時期には生存が確認できたこ

とから，7カ所全ての調査地点でシジミは生息してい

ると考えられた．しかし，平均値が月別に 8.4，3.7，

1.7，0.6 (/m
2
)であり，宍道湖や神戸川等の大和川以外

の地域と比べて，これはかなり少ない値であった． 

2)健康度(肥満度) 

 肉質湿重量と殻長・殻高・殻幅の関係について図-2

に示す．どの調査時期においても肉質湿重量と殻長・

殻高・殻幅の積との関係には高い相関がみられた．肥

満度は肉質湿重量を殻長・殻高・殻幅の積で除したも

のに 100倍して算出されるため，このことは同時期に

おいて肥満度が 7カ所全ての地点で大きな差異はない

ことを示すと考えられる．月別の肥満度はそれぞれ

14.8，17.6，12.3，13.7 (g/cm
3
) であり，例えば宍道湖，

神戸川や松川浦等の地域と比較しても値や傾向が類似

していたため，大和川のシジミが特別痩せているとい

うわけではなく，他地域と比べ遜色ないことがわかっ

た． 

 

 

図-1 大和川下流域の調査地点 



 

表-1 月別・地点別のシジミ類の採捕数 

 
st.1 st.2 st.3 st.4 st.5 st.6 st.7 平均 

5 月 17 日 3 20 11 16 ND 7 2 8.4 

7 月 9 日 1 7 ND 4 12 1 1 3.7 

9 月 20 日 4 1 ND ND 4 2 1 1.7 

11月18日 ND ND 1 2 ND 1 1 0.6 

(ND : 1m2の範囲では発見できなかったことを示す) 

3)環境因子との関連性 

 シジミ個体数と水温・水深・平水時の流速および浮

遊物質量との関連性について調べた．それぞれ決定係

数が，水温 0.22，水深 0.08，平水時の流速 0.01，SSが

0.05であり，相関はみられなかった．  

3. 底質が潜砂に及ぼす影響に関する室内実験 

3.1 実験方法 

 表-2に示す通り 6パターンに分類した粒径で構成さ

れた底質に大和川で捕獲したシジミを 5個体ずつ用意

し，潜砂率を測定した．底質以外の条件は統一し，実

験期間は 24時間，水温は 10℃，水深・砂厚ともに 5cm

とした．水槽に用いた水は水道水を一日放置し，塩素

除去したものを用いた．シジミは同程度の大きさおよ

び健康度になるように選定した．底質は大和川のもの

を採取し，十分に洗ってから用いた． 

3.2 結果と考察 

 潜砂実験の結果を図-3に示す．砂質および細礫の底

質では潜砂可能であった．しかし，中礫および粗礫の

底質では潜砂時間・潜砂不可率ともに大きくなり，好

適ではないとわかった．実際，大和川下流域の中央粒

径は 1.71mm 程度であり，河床が主に粗砂で構成され

るため，潜砂の面では十分な環境であると考えられる． 

4. 結論 

 大和川下流域にはシジミの生息が確認できた．しか

し，個体数は他地域と比べて限りなく少ないといえた．

その要因として考えられるのが主に水温等の環境因子，

健康度(餌料環境)，河床粒径(潜砂環境)，出水に伴う撹

乱，汚染物や天敵による被食などである．その中でも

水温等の環境因子，健康度や河床粒径について検討し

たところ，いずれも個体数が低迷している主原因では

なかった．また，大和川河川事務所によれば汚染物お

よび被食問題が主原因の可能性は低く，このことから，

出水に伴う撹乱が主原因である可能性が高いと考えら

れる．今後は出水と河床の関係等について検討する． 

図-2 肉質湿重量と殻長・殻高・殻幅の積(体積)の関係 

 

表-2 実験に用いた底質の粒径条件 

  case1 case2 case3 case4 case5 case6 

粒径

(mm) 

0.075～

0.25 

0.25～

0.85 

0.85～

2.0 

2.0～

4.75 

4.75～ 

19 

19～ 

75 

区分名 細砂 中砂 粗砂 細礫 中礫 粗礫 

 

図-3 シジミ類の潜砂率の時間的推移 
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